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愛媛県・南予地域

南
予
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
自
分
ご
と
化

農
林
漁
業
の
営
み
体
験

コロナ安全対策で体験交流を
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長崎県・五島市

五
島
感
動
し
ま
旅
！

島
全
体
が
教
育
フ
ィ
ー
ル
ド

つばきねこ
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Ｅ
Ｓ
Ｄ
　

若
者
の
た
め
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践
現
場

に
し
阿
波
・
そ
ら
の
郷

〝
日
本
一
の
田
舎
〟

コ
ロ
ナ
安
全
対
策
の
体
験
交
流
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
応
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秋になると黄金色に輝くみかんの段々畑

マ
ダ
イ
の
養
殖
え
さ
や
り
体
験

郷
土
料
理
づ
く
り
体
験

林
業
体
験

　
愛
媛
県
南
西
部
に
位
置
す

る
南
予

な
ん
よ

地
域
は
、
４
市
（
宇

和
島
市
、
八
幡
浜
市
、
大
洲

市
、
西
予
市
）
、
５
町
（
内

子
町
、
伊
方
町
、
松
野
町
、

鬼
北
町
、
愛
南
町
）
か
ら
な

り
、
海
、
山
、
川
の
自
然
に

恵
ま
れ
、
農
林
漁
業
の
営
み

が
盛
ん
で
す
。

　
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た

リ
ア
ス
式
海
岸
で
は
、
生
産

量
日
本
一
を
誇
る
マ
ダ
イ
や

シ
マ
ア
ジ
、
真
珠
な
ど
が
養

殖
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ

た
「
愛
媛
・
南
予
の
柑
橘

か
ん
き
つ

農

業
シ
ス
テ
ム
」
は
急
傾
斜
地

の
段
々
畑
が
特
徴
で
、
壮
大

な
景
観
と
と
も
に
日
本
一
の

〝
柑
橘
王
国
・
愛
媛
〟
の
屋

台
骨
を
担
っ
て
い
ま
す
。
宇

和
島
城
や
内
子
、
大
洲
、
宇

和
の
古
い
町
並
み
な
ど
、
歴

史
文
化
遺
産
も
多
く
、
日
本

一
細
長
い
佐
田
岬
半
島
や
四

国
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク
、
滑
床

や
成
川
の
渓
谷
な
ど
多
様
な

自
然
環
境
を
有
し
て
い
ま

す
。

　
■
民
泊
受
け
入
れ

　
４
０
０
人
が
可
能

　
南
予
地
域
で
は
、
豊
か
な

自
然
と
多
様
な

農
林
漁
業
の
営
み
を
生
か
し

た
体
験
交
流
型
教
育
旅
行
の

受
け
入
れ
を
進
め
て
い
ま

す
。
「
ふ
る
さ
と
南
予
感
動

体
験
」
と
銘
打
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
群
の
特
徴
は
「
ほ
ん
も

の
体
験
」で
あ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
根
幹
は
、
南
予
の
暮
ら

し
を
ど
っ
ぷ
り
と
体
験
す
る

「
民
泊
」に
あ
り
ま
す
。域
内

で
最
大
１
０
０
軒
４
０
０
人

の
受
け
入
れ
が
可
能
で
、あ

り
の
ま
ま
の
暮
ら
し
の
中
、

生
徒
の
皆
さ
ん
を
お
客
さ
ま

で
は
な
く
、家
族
の
一
員
と

し
て
迎
え
入
れ
ま
す
。

　
一
方
「
体
験
」
は
、
民
泊

先
家
族
と
一
緒
に
過
ご
す

「
ふ
れ
あ
い
交
流
体
験
」

（
家
業
体
験
）
、
南
予
な
ら

で
は
の
農
林
漁
業
体
験
、
豊

か
な
自
然
を
存
分
に
楽
し
む

自
然
体
験
な
ど
多
様
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
季
節
や

希
望
に
応
じ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
■
南
予
の
課
題
解
決
型
学

習

　
南
予
地
域
で

は
、
人
口
減
少

に
よ
り
地
域
力

の
低
下
が
進

み
、
地
域
産
業

の
担
い
手
確
保

が
大
き
な
課
題

で
す
。
ま
た
、

１
人
あ
た
り
所

得
は
県
内
で
も

低
い
水
準
に
あ

り
、
観
光
面
で

も
県
外
客
比
率

が
低
く
観
光
消

費
は
低
迷
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
な
お

平
成

年
７
月
豪
雨
災
害
か

ら
の
復
旧
、
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み
が
続
い
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
現

在
、
南
予
地
域
が
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
の
中
か
ら
、

生
徒
自
身
が
優
先
し
て
解
決

す
べ
き
課
題
を
見
つ
け
出

し
、
修
学
旅
行
時
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ス
タ
デ
ィ
を
通
し
て
提

案
へ
と
ま
と
め
る
と
い
う
、

「
南
予
版
Ｐ
Ｂ
Ｌ
」
（
Ｐ
ｒ

ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
　
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｄ

　
Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
…
課

題
解
決
型
学
習
）
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

事
後
学
習
で
は
、
さ
ら
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
枠
組
み
の
中
で
身

近
な
事
例
と
結
び
付
け
る
こ

と
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
〝
自
分

ご
と
化
〟
を
図
り
、
そ
れ
に

よ
り
生
徒
個
々
人
が
今
後
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
方
向
性
に

つ
い
て
深
く
考
え
て
も
ら
う

こ
と
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　
■
モ
デ
ル
コ
ー
ス

　
広
島
平
和
学
習
と
南
予
民

泊
が
定
番
の
コ
ー
ス
と
な
り

ま
す
。
広
島
か
ら
松
山
ま
で

は
高
速
船
で

分
、
松
山
か

ら
南
予
各
地
域
ま
で
は
バ
ス

で
１
～
２
時
間
程
度
で
す
。

民
泊
２
泊
の
場
合
は
、
中
日

・
午
前
中
の
「
ふ
れ
あ
い
交

流
体
験
」
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
涵
養

か
ん
よ
う

を
、
午

後
の
各
種
選
択
体
験
で
主
体

性
、
自
主
性
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
育
成
を
目
指
し
、
教
育

効
果
を
高
め
ま
す
。

「釣りの聖地」で行う船釣り体験

鹿
の
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験

高浜海水浴場

「
か
ん
こ
ろ
餅
」
づ
く
り
体
験

　
長
崎
県
五
島
列
島
の
福
江

島
を
中
心
に
、

の
有
人
島

と

の
無
人
島
か
ら
な
る
五

島
市
。

　
五
島
市
で
は
現
在
、
豊
か

な
自
然
と
多
様
な
農
林
漁
業

の
営
み
、
歴
史
や
文
化
を
生

か
し
た
体
験
交
流
型
教
育
旅

行
の
受
け
入
れ
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
「
五
島
感
動
し
ま

旅
！
」
と
銘
打
っ
た
一
連
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
群
で
こ
だ
わ
っ

て
い
る
の
は
、
「
ほ
ん
も
の

体
験
」
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　
ほ
ん
も
の
体
験
の
根
幹
で

あ
る
民
泊
体
験
は
、
島
の
暮

ら
し
を
存
分
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
人
気
の
体
験
で
、

現
在
で
は
、
市
内
全
域
で
最

大
１
０
０
軒
４
０
０
人
ま
で

の
受
け
入
れ
が
可
能
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
受
け
入

れ
家
庭
と
一
緒
に
過
ご
し
交

流
を
深
め
る
「
ふ
れ
あ
い
交

流
体
験
」
、
島
な
ら
で
は
の

漁
業
体
験
、
豊
か
な
自
然
を

楽
し
む
自
然
体
験
な
ど
多
様

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
五
島
感
動
し
ま
旅

！
で
は
、
五
島
市
な
ら
で
は

の
魅
力
を
実
感
し
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
五
島
市
が
抱
え

る
課
題
に
つ
い
て
も
考
え

る
、
教
育
効
果
を
意
識
し
た

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
、

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
古
く
は
遣
唐
使
船
の
寄
港

地
、
海
外
交
易
の
拠
点
と
し

て
栄
え
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰

の
地
と
し
て
数
多
く
の
教
会

が
点
在
し
て
い
る
こ
と
や
、

倭
寇
や
空
海
の
伝
説
が
残

り
、
城
郭
や
文
化
遺
産
も
豊

富
で
あ
る
こ
と
が
五
島
市
の

魅
力
。
ま
た
、
美
し
い
海
と

豊
か
な
自
然
が
あ
ふ
れ
、
四

季
を
通
じ
て
釣
り
や
山
海
の

味
覚
が
楽
し
め
る
こ
と
と
い

っ
た
、
教
育
フ
ィ
ー
ル
ド
に

適
し
た
素
晴
ら
し
い
教
育
素

材
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま

す
。

　
一
方
で
、
国
境
に
隣
接
す

る
離
島
の
課
題
と
し
て
、
農

林
水
産
業
の
低
い
生
産
性
と

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ

る
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
や
、

美
し
い
海
が
海
岸
に
漂
着
す

る
ご
み
に
侵
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
島
々
が
限
界
集

落
に
な
る
と
同
時
に
荒
廃
が

進
み
、
住
環
境
が
整
備
で
き

て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
課
題
を
教
育
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
組
み
込
み
、
生
徒
が

共
感
、
体
感
で
き
る
新
た
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
①
船
釣
り
体
験
（
市
内
全

地
区
）

　
漁
船
に
乗
り
、
海
上
沖
で

魚
を
釣
る
人
気
の
体
験
。

「
釣
り
の
聖
地
」
と
言
わ
れ

る
五
島
で
は
、
多
種
多
様
な

魚
を
釣
る
こ
と
が
で
き
る
。

釣
り
あ
げ
た
魚
は
民
泊
家
庭

に
持
ち
帰
り
、

新
鮮
な
ま
ま
食

べ
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
、
人

気
な
理
由
の
ひ

と
つ
。

　
②
か
ん
こ
ろ

餅
づ
く
り
体
験

（
市
内
全
地

区
）

　
五
島
の
特
産

品
で
あ
り
、
人

気
の
ス
イ
ー
ツ
「
か
ん
こ
ろ

餅
」
を
作
る
体
験
。
か
ん
こ

ろ
と
は
、
輪
切
り
に
し
た
芋

を
天
日
干
し
し
た
も
の
。
こ

れ
を
餅
と
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
も
ち
も
ち
と
し
た
食

感
で
、
ほ
ん
の
り
甘
い
「
か

ん
こ
ろ
餅
」が
出
来
上
が
る
。

　
③
鹿
の
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト

体
験
（
玉
之
浦
地
区
）

　
鹿
の
革
を
使
っ
て
、
ス
ト

ラ
ッ
プ
な
ど
の
工
芸
品
を
作

る
体
験
。
五
島
市
は
有
害
鳥

獣（
猪
・
鹿
な
ど
）に
よ
る
農

作
物
被
害
が
多
く
、捕
獲
す

る
こ
と
で
対
策
し
て
い
る
。

五
島
市
内
で
も
特
に
、玉
之

浦
地
区
は
鹿
に
よ
る
被
害
が

多
い
が
、そ
の
分
捕
獲
数
も

多
く
、近
年
は
、鹿
革
を
使
っ

た
工
芸
品
や
ジ
ビ
エ
料
理
な

ど
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。
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傾
斜
地
に
点
在
す
る
集
落
「
天
空

の
里
」
で
田
舎
暮
ら
し
を
体
験

収
穫
し
た
野
菜
な
ど
を
使
い

田
舎
料
理
を
共
同
調
理

世
界
が
認
め
る
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド

Ｐ
Ｂ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

地
元
高
校
生
と
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
を
取
り
組
む

　
四
国
、
徳
島
県
の
西
部
、

に
し
阿
波
「
そ
ら
の
郷
」
で

は
、
独
自
の
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
し
、
今
年
度
、

ど
こ
よ
り
も
厳
し
い
ル
ー
ル

で
、
民
泊
受
け
入
れ
の
準
備

を
整
え
て
い
ま
す
。
今
だ
か

ら
こ
そ
、
そ
ら
の
郷
の
家
族

と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
ゆ
る

ぎ
な
い
「
豊
か
な
暮
ら
し
」

の
中
、
生
き
た
家
業
を
共
に

す
る
こ
と
で
多
く
の
気
付
き

が
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

「
生
き
る
知
恵
」
の
習
得
と

「
命
を
守
る
行
動
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
や
自
主
性
、

自
立
心
、
創
造
力
を
向
上
さ

せ
、
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
さ
ら

な
る
不
確
実
な
未
来
に
対

し
、
自
発
的
に
立
ち
向
か
え

る
若
者
を
育
成
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
昔
、
徳
島
県
の
都
市

部
に
住
む
人
々
は
、
標
高
の

高
い
当
地
の
こ
と
を「
そ
ら
」

と
呼
び
ま
し
た
。
そ
ら
の
郷

の
夜
空
に
は
、
民
家
ボ
タ
ル

が
星
空
と
一
つ
と
な
っ
て
力

強
く
輝
い
て
い
ま
す
。

　
そ
ら
の
郷
は
、
四
国
の
中

央
に
位
置
す
る
「
に
し
阿
波

～
剣
山
・
吉
野
川
観
光
圏
」

（
美
馬
市
・
三
好
市
・
つ
る

ぎ
町
・
東
み
よ
し
町
）
に
あ

り
ま
す
。「
大
歩
危
・
祖
谷
」

や
「
吉
野
川
」
に
代
表
さ
れ

る
自
然
、
歴
史
文
化
、
伝
説

や
伝
承
、
さ
ら
に
独
特
の
食

文
化
、
伝
統
芸
能
に
彩
ら
れ

た
全
国
屈
指
の
観
光
地
域
で

あ
る
と
共
に
、
素
朴
で
温
か

み
の
あ
る
古
き
良
き
暮
ら
し

が
今
も
な
お
息
づ
い
て
い
ま

す
。

　
■
学
び
を
進
化
さ
せ
る
老

舗
「
そ
ら
の
郷
山
里
物
語
」

　
前
身
か
ら

年
目
を
数

え
、
地
域
内
約
１
８
０
軒
、

同
時
受
け
入
れ
人
数
約
６
０

０
人
と
な
る
、
そ
ら
の
郷
の

教
育
民
泊
家
庭
は
、
そ
の
多

く
が
山
腹
の
急
傾
斜
地
に
張

り
付
く
よ
う
に
形
成
さ
れ
る

集
落
に
存
在
し
独
特
の
文
化

的
景
観
を
形
成
し
て
い
ま

す
。
山
や
畑
や
コ
エ
グ
ロ
、

石
積
み
や
家
屋
な
ど
、
こ
れ

ら
が
一
体
と
な
っ
た
独
特
の

風
景
こ
そ
が
桃
源
郷
と
も
称

さ
れ
る
日
本
の
原
風
景
で

す
。
生
徒
た
ち
は
家
族
の
一

員
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
茶
摘つ

み
や
タ
マ
ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
収
穫
な
ど
、
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
な
自
給
的
農
作
業
を

協
働
し
ま
す
。
収
穫
し
た
新

鮮
な
野
菜
や
山
菜
を
使
っ
て

田
舎
料
理
を
共
同
調
理
。
そ

し
て
家
族
団
欒

だ
ん
ら
ん

の
食
事
で
心

の
交
流
。〝
日
本
一
の
田
舎
〟

の
厳
し
さ
を
豊
か
さ
に
変
え

る
暮
ら
し
が
待
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
体
験
型
教
育
旅
行

「
そ
ら
の
郷
山
里
物
語
」
は

「
地
方
創
生
の
成
功
事
例
」

と
言
わ
れ
、
２
０
１
６
年
、

農
林
水
産
大
臣
か
ら
「
食
と

農
の
景
勝
地
」
の
認
定
。
２

０
１
８
年
、
国
連
食
糧
農
業

機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
か
ら
、

「
世
界
農
業
遺
産
（
Ｇ
Ｉ
Ａ

Ｈ
Ｓ
）
」
の
認
定
。
今
年
３

月
に
は
、
第

回
オ
ー
ラ
イ

！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
、
「
内
閣

総
理
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
そ
ら
の
郷
は
昨
今
、
国
内

初
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
Ｓ
ｕ
ｓ

ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
　
Ｄ
ｅ

ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）
の

体
験
教
育
現
場
と
し
て
、
独

自
の
実
践
型
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
課
題

解
決
型
学
習
）
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
し
、
本
物
の
暮
ら
し

の
中
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
事
前
学
習

・
テ
ー
マ
策
定
、
民
泊
、
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
Ｗ
Ｓ
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
事
後
学
習
。
「
正
解
の

無
い
問
い
に
挑
戦
す
る
力
」

と
「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
マ
イ

ン
ド
」
を
身
に
つ
け
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法

と
な
り
ま
す
。
未
来
社
会

「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
　
５
・

０
」
で
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
な
ど
の
革
新

技
術
を
制
御
し
、人
ら
し
く
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る

人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　
な
お
、
す
べ
て
の
民
泊
家

庭
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

は
、
研
修
や
安
全
衛
生
講
習

を
受
け
、
危
機
管
理
や
安
全

対
策
に
関
す
る
万
全
の
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。

　
■
民
泊
阿
波
お
ど
り
体
験

　
集
落
の
に
ぎ
わ
い
と
し

て
、
念
仏
踊
、
風
流
踊
の
阿

波
お
ど
り
が
継
承
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
厳
し
い
農
業
疲
れ

を
吹
き
飛
ば
す
芸
能
娯
楽

「
民
泊
阿
波
お
ど
り
」
。
離

村
式
で
は
輪
踊
り
で
再
開
を

誓
い
門
出
を
祝
い
ま
す
。

　
■
吉
野
川
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

　
日
本
三
大
暴
れ
川
、
吉
野

川
は
世
界
ク
ラ
ス
の
ラ
フ
テ

ィ
ン
グ
コ
ー
ス
。
２
０
１
７

年
、
日
本
初
の
世
界
選
手
権

を
開
催
。
荒
々
し
く
雄
大
な

流
れ
が
山
並
み
を
深
い
渓
谷

で
刻
み
、
厳
か
で
美
し
い
景

観
を
創
り
上
げ
て
い
ま
す
。

仲
間
と
ボ
ー
ト
を
操
り
、
激

流
を
乗
り
越
え
、
五
感
で
大

自
然
と
対
峙

た
い
じ

し
ま
す
。
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２
月
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
い
っ
た
ん
収
束
に
向
か

う
か
の
よ
う
に
見
え
た
が
、
夏
に
な

っ
て
な
お
都
市
圏
か
ら
地
方
へ
の
人

の
動
き
に
あ
わ
せ
て
、
地
方
で
も
感

染
者
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
修
学
旅
行
な
ど
で
人
気
の
高
い
教

育
民
泊
は
、
交
流
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
、
共
同
調
理
な
ど
、
３
密
と
さ

れ
る
要
素
が
教
育
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、や
む
を
得
ず
、

受
け
入
れ
中
止
を
し
た
地
域
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
修
学
旅

行
生
お
よ
び
引
率
者
、
受
け
入
れ
側

で
対
応
す
る
人
た
ち
も
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
ま

た
は
抗
原
検
査
を
行
い
、
全
員
陰
性

で
の
実
施
が
望
ま
し
い
と
し
て
、
国

費
で
の
検
査
体
制
の
構
築
を
関
係
機

関
に
働
き
掛
け
て
い
ま
す
。
現
在
、

日
本
の
２
社
で
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
が

開
発
さ
れ
、
週
間
数
十
万
キ
ッ
ト
の

生
産
ラ
イ
ン
工
場
が
稼
働
し
ま
し

た
。
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
も
世
界
各
国

が
競
い
合
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も

次
年
度
か
ら
は
通
常
の
受
け
入
れ
が

可
能
な
状
況
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
感
染
症
が
終
息
、
絶
滅
す
る

ま
で
の
コ
ロ
ナ
禍
、
お
よ
び
コ
ロ
ナ

後
は
、
修
学
旅
行
も
様
相
が
変
わ
り

ま
す
。検
査
や
ワ
ク
チ
ン
と
と
も
に
、

現
場
で
安
全
、
安
心
を
担
保
し
つ
つ

受
け
入
れ
を
す
る
た
め
に
、す
で
に
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
安

全
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
整
備
し

て
お
り
、
学
校
と
受
け
入
れ
地
域
が

そ
の
順
守
に
向
か
っ
て
協
力
し
合
い

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
戦
後

年
目
の
夏
を
迎
え
ま
し

た
。戦
争
の
な
い
世
界
の
平
和
。多
く

の
自
然
災
害
か
ら
命
を
守
る
震
災
防

災
学
習
。い
じ
め
、不
登
校
、虐
待
、貧

困
、ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
に
没
頭
す
る

生
活
環
境
に
身
を
置
く
生
徒
の「
心

の
平
和
」が
必
要
な
時
代
の
中
で
、体

験
交
流
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
人
間
関
係
構
築
能
力
の
向

上
に
は
、体
験
活
動
や
教
育
民
泊
の

教
育
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
コ
ロ
ナ
安
全
対
策
に
加

え
て
、
新
学
習
指
導
要
領
の
「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
追
求

や
、
国
連
決
議
か
ら
５
年
も
経
過
し

て
い
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
実
践
な
ど

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
こ

う
と
高
い
志
を
持
ち
、
受
け
入
れ
態

勢
を
整
え
て
い
る
、
全
国
ほ
ん
も
の

体
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
全
国
教
育
民

泊
協
会
加
盟
の
地
域
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
一
部
の
地
域
を
こ
の

紙
面
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
次
の

修
学
旅
行
先
選
定
時
に
ぜ
ひ
当
地
を

ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
長
／
全
国
教
育
民
泊
協
会
会
長

／
株
式
会
社
体
験
教
育
企
画
代
表
取

締
役
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
澤
安
良


